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入
会
の
き
っ
か
け
は
。

　

東
京
か
ら
30
年
前
に
引
っ
越
し
て
き
た
の
で
す

が
、
周
り
の
人
と
知
り
合
う
き
っ
か
け
を
作
ろ
う

と
思
い
、
山
ゆ
り
俳
句
会
に
入
会
し
ま
し
た
。

　

図
書
館
で
入
会
募
集
を
見
て
入
会
し
ま
し
た
。

日
記
代
わ
り
に
一
日
の
思
い
を
、
五
七
五
の
俳
句

俳
句
を
作
っ
て
い
る
と

自
然
の
草
花
を
愛
お
し
く
感
じ
ま
す
。

特

市議会

山ゆり俳句会

集

　今回は、山ゆり俳句会を取材
させていただき、お話を伺って
きました。
　山ゆり俳句会は、昭和 55 年
に設立された長い歴史のある団
体で、現在の会員数は30人です。

　●山ゆり俳句会への問合先
　　　☎　４６－２７４４

Feature article

　

７
年
前
に
入
会
し
ま
し
た
が
、
俳
句
は
、
出
張

先
や
Ｔ
Ｘ
で
通
勤
し
て
い
る
最
中
に
作
り
ま
す
。

　

６
年
前
に
入
会
し
、
台
所
で
大
根
な
ど
を
料
理

し
て
い
る
と
き
に
俳
句
を
作
り
ま
す
。

　

生
活
の
一
部
で
日
記
代
わ
り
に
作
っ
て
い
ま

す
。

に
秘
め
て
い
ま
す
。

ど
れ
く
ら
い
の
頻
度
で
活
動
し
て
い
ま
す
か
。

　

毎
月
１
回
、
第
２
土
曜
日
の
午
後
１
時
か
ら
活

動
し
て
い
ま
す
。

俳
句
は
ど
ん
な
と
き
に
作
り
ま
す
か
。
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俳
句
を
作
る
苦
労
は
。

　

季
語
に
苦
労
し
ま
す
。
散
歩
し
な
が
ら
ふ
と
自

然
を
感
じ
た
と
き
や
、
自
宅
で
思
う
こ
と
を
俳
句

に
し
て
い
ま
す
。

　

俳
句
を
作
っ
て
い
る
と
、
自
然
の
草
花
を
愛
お

し
く
感
じ
ま
す
。

　

毎
月
、
雑ざ

つ
え
い詠

・
松

し
ょ
う
ら
い籟

・
題だ

い
え
い詠

と
呼
ば
れ
る
区
分

で
９
句
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
季
節
を

感
じ
な
が
ら
季
語
を
詠
み
込
み
、
身
辺
の
変
化
を

俳
句
に
し
て
い
き
ま
す
。

俳
句
の
良
い
と
こ
ろ
は
。

　

良
い
と
こ
ろ
は
、
創
作
し
て
手
で
書
き
、
仲
間

の
俳
句
を
選
句
す
る
た
め
に
読
む
こ
と
で
す
。

　

選
ん
だ
俳
句
を
皆
の
前
で
声
を
出
し
て
読
む
こ

と
も
良
い
と
思
い
ま
す
。

市
議
会
や
市
へ
の
要
望
は
あ
り
ま
す
か
。

　

他
市
で
は
俳
句
大
会
を
行
っ
て
い
る
所
が
あ
り

ま
す
。
守
谷
市
で
も
俳
句
大
会
を
開
催
す
る
と
、

俳
句
を
楽
し
む
人
が
多
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
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中
長
期
的
に
管
理
し
て
い
く
こ
と

は
。

活
動
を
続
け
て
い
く
上
で
拠
点
は

絶
対
に
必
要
だ
と
実
感
し
て
い
ま

す
が
、
場
所
は
市
が
検
討
し
決
め

る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
そ
の
場
所

を
使
わ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
気

持
ち
で
あ
り
、
中
長
期
的
な
管
理

に
つ
い
て
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員

思
い
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
協
力
を
得

ら
れ
れ
ば
形
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

国
か
ら
の
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付

金
は
、
９
１
５
万
３
０
０
０
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
施
設
設
計
費
及
び
建
築
材

料
を
除
い
た
施
設
建
設
工
事
費
等
で
、

１
９
５
７
万
２
０
０
０
円
で
す
。

　

な
お
、
審
議
に
当
た
り
、
施
設
運
営

予
定
者
の
代
表
を
参
考
人
と
し
て
招
致

し
、
説
明
及
び
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

【
参
考
人
へ
の
質
疑
】

森
林
公
園
付
近
に
拠
点
を
建
設
し
、

　

地
方
創
生
事
業
で
あ
る
「
マ
マ
が
活
躍
す
る
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
拠
点
を
北
園
森
林
公
園
付
近
に
建
設
す
る
も
の
で
、こ
の
拠
点
を
ベ
ー

ス
に
、
マ
マ
さ
ん
た
ち
の
活
躍
の
場
を
創
出
し
、
活
動
を
通
じ
て
市
の

魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
で
、
交
流
・
移
住
人
口
の
増
加
や
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
に
繋
げ
て
い
き
ま
す
。

　

２
か
年
度
で
実
施
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度
補
正
予
算
は
地
方
創
生

特
別
委
員
会
で
、
平
成
29
年
度
予
算
は
決
算
予
算
特
別
委
員
会
で
審
議

し
ま
し
た
。

　

３
月
１
日
か
ら
22
日
ま
で
、
３
月
定
例
月
議
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
予
算
及
び
平
成
28
年
度

補
正
予
算
を
は
じ
め
、
副
市
長
の
選
任
、
条
例
の
制
定

や
一
部
改
正
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
定
例
月
議
会

北
園
森
林
公
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

建
設
事
業

Pick up1平
成
28
年
度
補
正
予
算
の
概
要

＊ 
諮
問 ･･･････････････

件

1

＊ 

請
願
・
陳
情 ･････････
件

1

＊ 

市
長
提
出
議
案 ･･･････

件

35

＊ 

議
員
提
出
議
案 ･･･････

件

3

＊ 

計 ･････････････････

件

40

こ ん な
こ と

が 決 まま しり た
This was decided

（
議
案
第
22
号　

平
成
28
年
度
守
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
10
号
）

（
議
案
第
29
号　

平
成
29
年
度
守
谷
市
一
般
会
計
予
算
）

A

　

本
会
議
の
模
様
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
録
画
配
信
も
し
て
い
ま

す
の
で
、
そ
ち
ら
も
ど
う
ぞ
。

Ｑ
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結
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

・
施
設
運
営
予
定
者
の
機
運
が
盛
り
上

が
っ
て
い
る
中
、
後
押
し
し
よ
う
と

い
う
方
向
性
は
皆
一
緒
で
あ
り
、
執

行
部
提
案
の
場
所
が
だ
め
だ
と
い
う

の
で
あ
れ
ば
、
代
替
え
案
を
も
っ
て

初
め
て
執
行
部
に
対
す
る
回
答
に
な

る
。

・
建
設
後
、
建
物
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
詰
め
方
が
あ
ま
い
。

・
住
民
の
声
を
よ
く
聞
か
ず
、
十
分
な

説
明
で
は
な
か
っ
た
。
施
設
運
営
予

定
者
の
活
動
を
否
定
す
る
も
の
で
な

く
、
住
民
自
治
の
観
点
か
ら
事
業
の

進
め
方
に
問
題
が
あ
る
。

主
体
予
定
者
に
と
っ
て
も
負
担
に
な

り
兼
ね
な
い
た
め
、
既
存
施
設
や
賃

貸
物
件
を
利
用
し
て
事
業
の
成
功
に

つ
な
げ
る
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
。

・
今
回
の
補
正
予
算
が
可
決
さ
れ
る

と
、
場
所
を
動
か
す
こ
と
が
難
し

く
、
後
戻
り
で
き
な
い
た
め
、
今
後

は
施
設
運
営
予
定
者
の
意
見
を
取
り

入
れ
、
近
隣
住
民
の
理
解
を
得
な
が

ら
場
所
の
選
定
を
行
う
方
が
成
功
に

つ
な
が
る
。

　

県
か
ら
の「
い
ば
ら
き
木
づ
か
い
環
境

整
備
事
業
費
補
助
金
」
は
１
３
０
０
万

円
、「
地
域
福
祉
基
金
繰
入
金
」
４
７

１
万
５
０
０
０
円
で
、
合
計
１
７
７
１

万
５
０
０
０
円
で
す
。

　

歳
出
は
、
可
動
式
家
具
作
成
業
務
委

託
及
び
施
設
建
設
工
事
費
で
１
７
７
１

万
５
０
０
０
円
で
す
。

【
議
案
に
対
す
る
意
見
】

・
修
正
す
る
こ
と
は
、
事
業
を
先
延
ば

し
す
る
だ
け
で
な
く
、
今
後
、
執
行

部
か
ら
提
案
が
な
け
れ
ば
事
業
が
凍

【
議
案
に
対
す
る
意
見
】

・
国
の
交
付
金
を
受
け
る
こ
の
地
方
創

生
事
業
は
、
守
谷
市
の
近
年
の
目
覚

ま
し
い
発
展
を
国
が
高
く
評
価
し
、

守
谷
市
の
未
来
に
投
資
し
て
い
る
も

の
で
あ
り
、
森
林
公
園
付
近
以
外
の

場
所
で
は
交
付
金
が
受
け
ら
れ
な
い

と
考
え
ら
れ
る
。

・
国
の
交
付
金
も
我
々
の
税
金
で
あ
る

こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
リ
ス
ク
は

少
な
い
方
が
良
い
が
、
３
０
０
０
万

円
の
建
物
を
建
設
す
る
こ
と
は
運
営

　

地
方
創
生
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第
22
号
（
平
成
28
年
度

補
正
予
算
）
は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
、
議
案
第
22
号
に
対
し
て
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
が
否
決
さ
れ
、
原
案
が
可
決
さ
れ
た
後
、
附
帯
決
議
案
が
提
出
さ

れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

《
附
帯
決
議
の
要
旨
》
「
北
園
森
林
公
園
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
建
設
事
業
」
の
執
行
に

　

当
た
っ
て
は
、
次
の
点
を
解
決
す
る
こ
と
。

１
．
北
園
森
林
公
園
は
、
守
谷
市
に
と
っ
て
、
自
然
公
園
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
た

め
、
他
の
場
所
で
の
設
置
を
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
新
設
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
市
内
に
あ

る
公
共
建
築
物
や
空
き
家
の
利
用
も
含
め
検
討
す
る
こ
と
。

２
．
施
設
の
設
置
に
当
た
っ
て
は
、
周
辺
住
民
の
理
解
を
得
る
こ
と
。

３
．
施
設
の
管
理
運
営
方
法
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

４
．
上
記
の
点
が
解
決
し
た
場
合
、
議
会
に
そ
の
旨
を
報
告
し
、
議
会
の
了
承
を
得
る
こ
と
。

　

決
算
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第
29
号
（
平
成
29
年
度

予
算
）
は
、
当
事
業
に
関
す
る
部
分
を
修
正
し
た
修
正
案
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
会
議
に
お
い
て
、
議
案
第
29
号
の
修
正

案
が
否
決
さ
れ
、
原
案
が
可
決
さ
れ
た
後
、

附
帯
決
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
否
決
さ

れ
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
予
算
の
概
要

決算予算特別委員会の様子
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※
農
用
地
以
外
の
利
用
目
的
に
供
す
る

た
め
の
手
続
き

経
費
削
減
額
は
。

年
間
17
万
円
程
度
で
す
。

現
在
使
用
し
て
い
る
手
帳
型
の
取

扱
い
は
。

新
規
登
録
分
か
ら
カ
ー
ド
型
と
し
、

既
登
録
者
が
希
望
す
る
場
合
は
交

換
し
ま
す
が
、
当
面
は
併
用
し
て

い
き
ま
す
。

農
用
地
除
外
（
※
）
等
に
期
間
を

要
す
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

２
か
月
に
一
度
開
催
さ
れ
る
茨
城

県
の
農
業
振
興
地
域
調
整
会
議
に
、

２
回
の
協
議
を
受
け
る
必
要
が
あ

る
た
め
、
４
か
月
程
度
要
し
ま
す
。

名
称
「
守
谷
市
民
交
流
館
」
は
変

更
で
き
ま
せ
ん
か
。

愛
称
等
を
付
け
る
な
ど
、
事
前
に

名
称
や
内
容
等
に
つ
い
て
市
民
に

十
分
な
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

守
谷
市
印
鑑
条
例
一
部
改
正
の
主
な
内
容
は
、
印
鑑
登
録
証
の
手
帳

型
か
ら
カ
ー
ド
型
へ
の
形
式
変
更
及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
に
男
女
の
別

を
記
載
し
な
い
よ
う
様
式
変
更
を
行
う
も
の
で
、
経
費
削
減
と
性
同
一

性
障
が
い
等
へ
の
配
慮
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

大
木
の
公
共
用
施
設
に
つ
い
て
、
市
民
の
相
互
交
流
を
図
り
、
個
性

豊
か
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
施

設
と
し
て
活
用
し
、
地
域
力
の
向
上
、
更
な
る
市
民
協
働
の
推
進
を
図
っ

て
い
く
た
め
、
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
制
定
し
ま
し

た
。

印
鑑
登
録
証
が
手
帳
型
か
ら
カ
ー
ド

型
へ

「
守
谷
市
民
交
流
館
」
の
設
置
・
管

理
に
つ
い
て

Pick up

Pick up

3

2

質
疑
意
見
な
ど

質
疑
意
見
な
ど

（
議
案
第
18
号　

守
谷
市
印
鑑
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
）

（
議
案
第
14
号　

守
谷
市
民
交
流
館
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
）

ＱＱ

ＱＱ

AA

AA

大木地区にある公共用施設

現在使用している手帳型の印鑑登録証
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市
内
に
設
置
し
て
あ
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
管
理
体
制
と
の
関
係
は
。

市
で
設
置
し
て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ

の
管
理
と
違
い
、
各
施
設
で
個
別

に
管
理
す
る
も
の
で
す
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
経
過
は
。

５
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
結
果
、

民
間
事
業
者
に
一
括
し
て
貸
し
出

し
、
広
場
を
残
し
つ
つ
、
相
乗
効

果
が
見
込
め
る
よ
う
な
公
益
施
設

を
つ
く
り
、
そ
の
収
益
で
広
場
の

管
理
も
で
き
る
よ
う
な
整
備
を
考

え
て
い
ま
す
。
な
お
、
３
月
中
に

基
本
計
画
を
ま
と
め
、
議
会
へ
報

告
し
、
そ
の
後
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
を
行
う
予
定
で
す
。

　

守
谷
駅
東
口
市
有
地
整
備
事
業
は
、
活
用
提
案
に
関
す
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
広
場
活
用
の
社
会
実
験
等
を
行
い
、
東
口
市
有

地
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

　

広
場
活
用
の
社
会
実
験
の
日
程
調
整
等
に
よ
る
遅
延
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
・

コ
メ
ン
ト
の
実
施
に
よ
り
、
業
務
完
了
が
６
月
末
と
な
る
た
め
予
算
を

繰
り
越
し
ま
す
。

　

国
の
交
付
金
で
あ
る
「
地
域
介
護
・
福
祉
空
間
整
備
等
施
設
整
備
交

付
金
」
が
97
万
９
０
０
０
円
増
額
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
高
齢
者
施
設

防
犯
対
策
強
化
事
業
と
し
て
、
市
内
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
２
か
所

に
対
し
、
防
犯
カ
メ
ラ
等
の
設
置
へ
の
補
助
金
を
同
額
増
額
し
ま
し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
防
犯
カ
メ

ラ
等
を
設
置

守
谷
駅
東
口
市
有
地
の
活
用
提
案

Pick up

Pick up

4

5

質
疑
意
見
な
ど

質
疑
意
見
な
ど

（
議
案
第
22
号　

平
成
28
年
度
守
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
10
号
）

（
議
案
第
22
号　

平
成
28
年
度
守
谷
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
10
号
）

Ｑ

Ｑ

A

A

守谷駅東口にある市有地

特別養護老人ホーム２か所に防犯カメラ等を設置
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　平成 29年度の予算案が市長から提案され、３月３日・

６日・７日の３日間にわたり決算予算特別委員会を開催

し、今年度のお金の使い道を審査しました。審査の結果、

当初予算案は全て原案のとおり可決しました。

　予算の内訳は下記のグラフをご覧ください。左ページ

では主な事業をご紹介します。

お金の使い道が決まりました

平成29年度予算をチェック

204 億 6,200 万円

98億 8,980 万円

46億 103 万円

一 般 会 計 予 算

特別会計予算総額

企 業 会 計 総 額

一　般　会　計 前年比増減額
204 億 6,200 万円 11億 3,600 万円

特　別　会　計
国民健康保険

62億 1,285 万円 ▲ 1億 3,104 万円

後期高齢者医療
 4 億 7,895 万円 4,141 万円

介護保険
31億 4,471 万円 ▲ 1億 2,821 万円

介護サービス事業
1,386 万円 ▲ 30万円

農業集落排水事業
3,943 万円 490 万円

公営企業会計
水道事業

18億 5,710 万円 4,901 万円

公共下水道事業
27億 4,393 万円 2億 9,395 万円

一般会計歳出

一般会計歳入

市税
56.6％

国庫支出金
12.7％

繰入金
6.4％

公債費
6.8％

衛生費
6.3％

土木費
10.8％

民生費
36.2％

総務費
14.6％

教育費
13.0％

県支出金
6.2％

諸収入2.3％

諸支出金4.9％

地方消費税交付金4.8％

分担金及び負担金1.7％

消防費4.9％

地方交付税1.0％

議会費1.1％

地方譲与税0.9％

農林水産費1.0％

その他3.6％

その他0.5％

寄付金3.9％

※金額や数値は、端数処理の関係で実際と異なる場合が
あります。
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低年齢児の保育充実を図ります

地域で行う敬老事業を助成します

駐輪場の管理費を削減します

防犯灯を全灯 LED化します

学習机の天板を大きなサイズに交換

安心して子育てができるように

【民間保育所 1歳児保育補助事業】
　民間保育所・認定こども園・小規模保育園に対し、1歳
児保育に直接従事する非常勤保育士等の雇用経費を助成し
ます。 予算額　750 万円

【地区敬老行事助成事業】
　市主催の敬老会を廃止し、地域の自主的な催しや地元の
イベントとの共催により、高齢者を敬い、地域とのつなが
りになる事業に対し助成します。 予算額　100 万円

【自転車駐車場維持管理事業】H27 議会事業評価対象事業
　新守谷第一自転車駐車場（上記写真）を閉鎖し、第二自
転車駐車場用地に無人の駐輪場を新設することで、管理費
を削減します。 予算額　3,104 万 1 千円

【街路灯整備管理事業】
　防犯灯や街路灯を LED 化することで、犯罪抑止環境の
強化と維持管理費の削減を図ります。

予算額　2億 653 万 7 千円

【小学校管理備品購入事業】
　児童が快適に学習でき、多様な学習形態に対応するため、
「いばらき木づかい環境整備事業費補助金」を利用し、学
習机の天板をA4 対応サイズに交換します。

予算額　2,535 万 8 千円

【新生児訪問事業】
　生後２か月までの乳児と産婦のご家庭に、保健師等が１
～２回訪問し、体重測定や育児・健康相談を実施します。

予算　359 万 7 千円
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６年前の福島第一原発事故で放射能汚染のホッ

トスポットになった守谷市の現在の状況は。

幼児施設・学校・公園等を毎年２回定点測定行

い、市のホームページで公表。市内のモニタリ

ングポスト測定数値及び森林公園・城址公園な

ど国が定めた基準に即して問題ない。

ひがし野地区の古城橋直下、プロムナード水路

など立ち入り禁止の場所はまだ基準値超えて高

い。みずき野第２調整池や郷州沼崎線下の鳥の

みちなども行政の責任で継続チェックすべき。

線量が高いという情報があれば同行調査する。

子育て支援として、医療機関の窓口負担無料化

を検討すべきだが。

窓口負担が年間約6400万円。無料化は難しい。

３人目給食費無料化については。

第３子は現在約 230 人で約 1065 万円。受益

者負担という考え方もあり、現在は無料にする

考えはない。

ズバリ！ズバリ！
市政を市政を問問う !!う !!

１．肺炎球菌ワクチン接種について
２．ホットスポット守谷市の検証について
３．子育て支援について 他１件

今回の通告事項3.11 から６年、ホッ
トスポット守谷の今

詳しくは守谷市議会ホームページ・議会録画で！　http://moriya.gijiroku.com/index.asp

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

ひがし野の古城橋の「立ち入り禁止」看板

※内容は、約 360 字を
目安に、議員本人が
要約しています。

● 山田　美枝子 議員
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発達障がい児の子育てに悩む保護者のため、厚

生労働省が障害児教育の有効な家庭支援として

養成を推進しているペアレントメンター事業を

実施していただききたいが、現状はどうか。

市の障がい者相談員や療育教室が相談対応をし

ている。発達障がい児を育てた経験のある保護

者が、ペアレントメンター養成研修を受けて相

談等の支援に携わる事業はまだである。

文部科学省の委託を受けて行ってきたインク

ルーシブ教育を、今後ペアレントメンターと協

力しながら進めてほしい。現状と成果はどうか。

障がいのある児童生徒が達成感を感じながら学

習活動に参加し、能力を最大限に伸ばしていく

守谷ＳＡが防災拠点化され、首都直下地震など

災害時に自衛隊や消防、医療等緊急出動機関の

前線基地となるが、ＳＡへの現道路は全く災害

対応できない状況である。国が道路を整備すべ

きだが、市として国に要望する考えは。

ＳＡの出入りについて、２月に関東地方整備局

と市側で話合いを持ち国に要望した。また、県

とも協議し、今後も国・県・市で検討する。

ＳＡの防災道路は、早急に実現させなければな

らない。国交省に働きかけていきたいが。

ぜひ、大臣にも要望したい。

総合教育支援センターを立ち上げて１年にな

る。成果と課題は。

ための環境や合理的配慮などを、御所ケ丘中学

校区の小中４校でモデル事業として行ってきた。

現在これらを市内13校に広げ、配慮が必要な

お子さんに対して、それぞれに対応している。

訪問件数が増え、不登校児童生徒が減少してい

る。相談件数の増加、相談内容の複雑化等の対

応、専門的資格のある指導員の確保が課題。

センターの充実で、幅広く対応していきたい。

１．平成 29年度予算のポイント
２．安心して子育てできるまちづくり
３．守谷市地域福祉計画について

１．スマートインターチェンジの一般質問の対応
２．学校教育について
３．夏休みプール解放事業の取組みは

今回の通告事項

今回の通告事項

ペアレントメンターと
インクルーシブ教育

ＳＡから防災道路を
作る手立てを国に！

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

　

Ａ

災害時に防災拠点として機能する守谷SA

　

● 川名　敏子 議員

● 市川　和代 議員
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「シルバーおでかけパス」と「高齢者の運転免

許自主返納の支援」の対象者へフリーパスを発

行して無料にしてはどうか？　財政的な負担は

あまり変わらないと思うが？

「シルバーおでかけパス」は、平成 26 年度は

214 枚、平成 27 年度は 304 枚発行している。

「高齢者の運転免許自主返納」は 46件から 62

件と年々増加傾向にある。

無料化は考えていない。高齢者の運転免許自主

返納者には返納後の足を新たに考えていきたい。

守谷市の上下水道事業を将来とも安定して進め

ていくための課題は何か？

事業計画を策定し確実に実行することは勿論で

取手市貝塚地区の盛土工事が着工となった。み

ずき野地区の説明会において業者が周辺住民に

いくつか約束したが、市の対応はいかがか。

土砂落下・流出防止等の意見書を県に提出した。

高速道路の事故等があると、みずき野は新大利

根橋に向かい渋滞する。都市軸道路の利根川橋

梁はできるのか。

この２月に隣接５市連合ということで、千葉茨

城都市軸道路整備促進期成同盟会を設立。今後

千葉県、茨城県にも働きかけていく。

エクセル跡地利用の今後のスケジュールは？

みずき野地区アンケートを踏まえ、プロポーザ

ル方式で業者を決め、最短２年後に共用開始を

考えている。

エンディングノートやリビングウイルなど終活

についての取り組みは？

以前は公民館の講座で行っていたが、今後は成

年後見人制度普及時等に取り入れていきたい。

あるが、実行するための人材の確保と育成が大

事である。土木工学や建築工学ばかりでなく、

企業会計による経理処理ができる人材も必要と

なってきている。

１．公共バス高齢者フリーパスについて
２．上下水道事業について

１．みずき野を取り巻く環境について
２．終活のあり方について

今回の通告事項

今回の通告事項

バスの高齢者フリー
パス＆上下水道事業

みずき野を取り巻く
環境について

Ｑ

Ａ

　Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

　

TX脇に利根川橋梁を！

● 高梨　恭子 議員

● 青木　公達 議員
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スポーツ・文化に親しみ、積極的に参加できる

環境づくりをすると、松丸市長のロードマップ

の中には、利根左岸にスポーツ施設の増設とあ

る。行政の方は、諦めているように感じるが、

いかがか。

諦めているというわけではいない。稲戸井調節

池について、先日も国交省と打ち合わせをし、

買収地権者があと３人ほどで、早急に解決をし、

地域の計画の許可を出せるような環境まで整え

たいとのことである。平成29年度においては、

少なくともどの程度の高さで、どのぐらいの面

積で、どのような活用方法が考えられるかを検

討していく過程において、議会の皆さんのご意

市が行っているがん検診の受診率の現状は。

胃がん検診 10.2％、大腸がん検診 16.4％、肺

がん検診 27.6％、子宮がん検診 8.9％、乳が

ん検診 10.8％、前立腺がん検診 17.8％である。

県では、がん対策条例で市町村、県民、医療機

関、教育関係者の役割を明確にし、がん予防や

がん検診、受診率向上のための施策推進をする

とあるが、市として具体的な計画はあるのか。

第二次健康もりや 21計画で取り組んでいる。

明確な数値目標を設定した推進計画を立て、取

り組むべきではないのか。

受診率向上の取り組みとして、個別勧奨通知、

追加検診、レディース検診等の工夫をしている。

見も拝聴しながら、先に進めたいと考えている。

市内の学校では、がん教育についてどのような

取り組みをしているのか。

各学校医に協力いただき、全中学校においてが

んに関する知識・予防等の講話を実施している。

１．子育て世代支援について
２．待機児童について
３．スポーツ施設について 他２件

１．がん検診の受診率向上の推進について
２．軽度・中等度難聴児補聴器購入交付金
３．防災ラジオについて

今回の通告事項

今回の通告事項

利根左岸にスポーツ
施設の増設について

がん検診で早期発
見・早期治療を

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

　

Ｑ

Ａ

がん検診を受けましょう

　

● 神宮　栄二 議員

● 砂川　誠 議員
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小学校の英語教育の充実に伴い、年間の総授業

時間が３～６年で各35時間増え、2002年度に

学習内容を大幅削減したゆとり教育前の水準に

戻る。現在の時間割は満杯の状況とも言われて

いるが、英語授業の時間の確保は可能な状況か。

現在の授業時間数は、子どもたちの生活状況か

らぎりぎりの状態だと考えている。本市は特区

として１～６年生まで１時間の英語・外国語活

動を実施しており、現実的には１時間増となる。

通常の時間割に１時間増やすことや、夏休み・

土日に実施など、どの方法が一番良いか学校と

ともに検討していきたい。

スカイプを駆使し、各学校間や海外をつないだ英

地目を守谷市ではどのように管理しているのか。

現況把握のために、航空写真撮影と年２回の現

況調査を行っている。また、課税は地方税法に

基づき、現況課税で行っている。

現況と登記の地目が合っていないときの対応は。

法務局の登記簿の地目と、市で管理している課

税上の地目がある。地目が一致していない場合

においては、課税上の現況地目を土地所有者に

通知しているが、登記簿の地目との整合を図る

手続きまでは実施していない。

課税の整合性について、今後の取組みは。

航空写真や法務局からの土地所有者の地目変更

の情報などを機能的に結び付けることにより、

現況地目を正確に把握し、税の公平負担を図っ

ていく。

会話の授業は、大きな可能性を秘めている。先

進的にALTを導入してきた市の今後の方針は。

ALT 導入から年数が経ち、今後は単なるゲー

ムや歌などコミュニケーションを楽しむだけで

はなく、英語で話せる力を育てていく。

１．新学習指導要領案と守谷市の教育について

１．地目と課税の整合性について

今回の通告事項

今回の通告事項

今後の新たな学校教
育について問う

地目と課税の整合性
について

　

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

ALTによる英語教育

　

● 佐藤　剛史 議員

● 浅川　利夫 議員
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平成 12年に地方分権一括法が施行され、譲与

を受けた法定外公共物である里道や水路などの

面積はどのくらいあるのか。

公図上で譲与されていることから、正確な延長・

面積等は把握できない。里道が約 3,000 路線、

水路が約 470 路線となっている。

市へ譲与されてから、どのくらい払い下げにな

り、売り払い金額はいくらか。また、占用許可を

与えている箇所は何か所か。占有料はいくらか。

法定外公共物の払い下げは、15件、1,552.73

㎡、金額が 4,390 万 1 千円。占用件数は 126

件で、占有料は 184 万 6千円。

市で利用予定のないものは民間に払い下げ、市

就労ニーズについて伺う。

守谷市シルバー人材センターは、昨年末で会員

数が 433 名、平均年齢は 71 歳。職種の希望

で多いのは、事務及び管理系の業務である。し

かし、実際にこの業務に就くのは全体の 10％。

作業系の業務希望は、全体の 30％程度だが、

実際の軽作業に就くのが約 76％である。

シルバー人材の活用の現状は。

公民館等指定管理者の業務等が全体の 24％、

民間企業の業務が 59％、一般家庭の業務が

16％。今後は、定年延長に伴い会員の高齢化

が進むと考えている。新たに、ごみ出しなどの

生活支援に係る業務を検討している。

の財政に反映させるべきと考えるが。

財源確保や維持管理費の抑制等を考えると、払

い下げは効果的と考え周知方法や手続き等を検

討し、積極的に払い下げに対応していきたい。

市長がマニフェストで提案している「アクティ

ブシニアポイント」の実行は。

29 年度にアクティブシニアポイントの運営や

骨格を決めて実行していければと思っている。

１．法定外公共物について

１．シニア世代の生きがいづくりについて
２．自主防災組織について

今回の通告事項

今回の通告事項

法定外公共物につい
て

シニア世代の生きが
いづくりについて

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ａ

Ｑ

Ａ

　

昔の公図に描かれている赤道・青道

● 寺田　文彦 議員

● 髙梨　隆 議員
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北守谷地区は中心商業地で買い物ができ、隣に

は立沢公園があり子育てには最高のエリアだと

考えている。立沢公園と守谷テラスの間にふわ

ふわドームのような遊具があると、親子連れが

遊具で遊び、滞留することによりエリアの賑わ

いにも繋がる。また、子育て世代が魅力を感じ

住みたくなるようなまちのリノベーションにも

繋がるのではないかと考えるがいかがなものか。

賑わい創出事業は予定していない。行政は過去

に賑わい創出事業を実施しているが、民間でや

る方が効果的でありお手伝いはしたいと考える。

私は、賑わい創出事業をやれとは一言も言って

いない。今後の北守谷地区の人口構成は、生産

守谷市会計の基金総額はいくらか。

一般会計と特別会計を合わせて、28 年度末残

高見込み額は 69億 6,620 万円である。

基金毎に管理運用しているとのことだが、一括

管理を行うことで、より効率的に運用益を生み

出して、市民サービスに還元できないか。

指摘のあった一括管理の有効性について、今後

研究していきたい。

生活の厳しいご家庭のお子様を大学に通わせる

ことを後押しする、そういった制度が市にあっ

てもいいのではないか。例えば奨学金基金を設

置して、守谷の子どもたちが平等に勉学に臨む

機会が得られるよう、奨学金貸付制度を設けら

れないか。

本当に一生懸命生きている、必死になって生き

ようとしている、そういう人の手助けになるよ

うな奨学金の制度も含めて、前向きに考えたい。

人口が徐々に少なくなっていく。その中で、若

いターゲット層を確保する施策の一つとして検

討をお願いしたい。

市民の方からも北守谷で行っているぶらぶら亭

など、新しい提案をしていただきたい。

１．立沢公園と守谷テラスの間に名物遊具を
２．守谷駅東口の利活用を再度探る

１．基金の管理運用について
２．奨学金貸付制度について

今回の通告事項

今回の通告事項

賑わい創出事業は予
定していません！！

子どもたちが平等に
勉学に臨む機会を！

Ａ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

子どもに大人気のふわふわドーム

 

● 堤　茂信 議員

● 渡辺　秀一 議員
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市内の養護教諭の職務・役割・配置人数につい

て、10年間でどのような変化があるか。

職務は学校教育法第 37条に規定されているの

で基本的には変わらないが、心のケア、心の相

談等が増えている。配置人数に関して変化はな

い。

現在、市内の小学校で最多の児童数は守谷小学

校の 795 名、児童数が最小の小学校は大野小

学校の 162 名で 633 名の差があるが、今後、

養護教諭の複数可や養護助手の採用等の必要性

についてどう考えているか。

現在も県の教育委員会には要望しているが、実

現に至っていない。しかし、養護教諭が複数い

て、丁寧に子どもたちを見てもらうのが理想で

あり、校長会・学校とともに、これからも要望

を続けていかなければいけないと思っている。

１．守谷市の学校保健について
２．徘徊高齢者等SOSネットワーク事業について

今回の通告事項小中学校の養護教諭
配置数の見直しを

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

　

　

● 渡辺　大士 議員

市職員・特別職の給与等の上げ下げについて、

基準とするのが国の人事院勧告で良いのか。

独自の判断基準調査ができればとは思うが、市

で調査機関を設け実施することは、人員確保や

経費負担等において現実的には難しい。

市の位置付けとして、市立図書館は、娯楽サー

ビス施設なのか、教育研究施設なのか。

民間の力によってサービス向上を図ってきた

が、基本的には社会教育施設と位置付けている。

問題も発生しているが、民間企業による指定管

理者制度が市立図書館になじむと考えるか。

指定管理者制度自体の可否だけでなく、ＮＰＯ

法人の適否など、本質を検証する必要がある。

公立保育所において、臨時職員には職務上必要

な研修費用が出ないという声を聞いたが。

正職員と臨時職員とで研修に関する差はない

が、認識の違いから結果的に臨時職員が自費で

研修を受講した例があった。

１．人事院勧告の守谷市としての受け止め方
２．市立図書館における指定管理者制度への評価
３．市の正職員、臨時職員との間にある待遇格差

今回の通告事項同一労働同一賃金の
職場環境実現を

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

　

● 末村　英一郎 議員
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● 佐藤　弘子 議員

● 長谷川　信市 議員

住宅リフォーム制度を３年間実施してきた地域

経済活性化の実施状況を伺う。

平成 26 年度から３年間、年 500 万円の予算

で実施。交付件数 169 件、助成対象となった

工事の総額は約 2億 2060 万円。事業者の方

へのアンケートでは、25％が売上額が増加し

たと答えている。

実施したことで地域経済が活性し、また利用者

にとっても良かった。さらに広げていくべきで

はないかと感じるがいかがか。

厳しくなる財政状況の中、優先度を考え状況に

鑑みて考えていきたい。

減価償却を活用した上下水道料金の引下げにつ

上下水道事業運営に当たり、専門的な計画・設

計や企業会計特有の経営処理が欠かせないが、

どのような執行体制で取り組んでいるのか。

技術系職員を含む 18名により、計画立案から

施設の整備や管理、予算決算処理、料金徴収事

務、職員管理等の業務を行っている。

水道事業は、昭和 47年から始まっているが施

設の老朽化、耐震化はどうなっているのか。

耐震性に劣る石綿管の、更新は平成 30年度ま

でに完了を予定している。その他の老朽管や未

耐震管については、更新計画を策定し、計画的

に更新を進める。

少子高齢化に伴い人口減が問題視される中で、

未来に繋ぐ守谷の上下水道事業は、現在の料金

体制で継続できるのか。

高く買って安く売っていれば、いずれは破綻す

る。値上げせざるを得ない時期が来ると思う。

いてはいかがか。

計画的な老朽化施設の安定的な事業運営に努め

るため、減価償却を原資とした値下げは考えて

いない。

１．住宅リフォーム助成制度
２．同和対策事業について
３．上下水道問題について

１．上下水道事業について

今回の通告事項

今回の通告事項

住宅リフォーム助成
制度について

未来に繋ぐ守谷の上
下水道

Ａ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

Ｑ
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出前懇談会を開催しました
　出前懇談会とは、議員が市民の皆さんのところへ直接お伺いし、意見や情報を交換する場です。平成 28年 10

月から始まった出前懇談会ですが、昨年度は２回開催しましたので、その内容についてご報告します。

出前懇談会を申し込みたいときは…
5 名以上の市民の方なら、どなたでもお申込みいただけます。
申込書（議会事務局又は市ホームページに用意）に必要事項を記入の上、
参加者名簿を添えて、守谷市議会事務局（☎ 45-1111）までお申込みください。

「北守谷地区の活性化を考える有志の会」
の皆さんとの懇談会。地域が抱える課題
等について意見や情報を交換しました。

「守谷の図書館を考える会」の皆さんと
の懇談会。図書館の運営等に関する意
見交換を行いました。

開 催 期 日 2月 10日 場　　　所 文化会館 大会議室

参加団体名 北守谷地区の活性化を考える有志の会（27名）

懇 談 内 容

北守谷地区の住み良い街づくり、活性化について
・若い人に住んでもらえるようにするための施策について
・空き家対策について
・防犯、防災対策、防災情報伝達システム、防災訓練について
・高齢者の運転対策、地域スピード規制、歩道整備について
・買い物難民について
・介護福祉制度とそれを支えあう仕組みについて
・街の活性化と企業誘致について

開 催 期 日 2月 17日 場　　　所 中央図書館 集会室 1

参加団体名 守谷の図書館を考える会（5名）

懇 談 内 容

市立図書館に関して 12月 15日に提出された要望書について
社会教育施設への指定管理者制度見送りについて
・市立図書館について直営に戻してほしいという要望
・守谷駅東口の市有地に図書館と分館を作ってほしいという要望

市ホームページ
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◆ 6月定例月議会

◆議会を傍聴しませんか

愛宕中学校サッカー部　“仲間と共に日々全力”

http//www.city.moriya.ibaraki.jp

　平成 29 年６月定例月議会の日程は６月５日（月）から 19 日（月）

までを予定しています。

　請願・陳情の提出締切日は 5月 26 日（金）です。6月定例月議会で

の審議を希望される場合は、締切日までに議会事務局へご提出ください。

なお、誤字等による不備がある場合には訂正をお願いすることがありま

すので、日程に余裕を持って提出してください。

　本会議と委員会は、受付簿に住所・氏名・年齢をご記入いただくだけ

で、どなたでも傍聴することができます。

【本会議】

　市役所議会棟 3階の傍聴席入口前に受付簿がありますので、各自記

入し入場してください。出入りは自由です。定員は53名で先着順です。

【委員会】

　開会時間の 10分前までに、市役所議会棟 2階の議会事務局で受付を

してください。定員は 5名で先着順です。

部活動インタビュー
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　愛宕中学校サッカー部は、１・２年生男女合わせて 23 人で毎日元気に活動しています。我がチー
ムは、仲間を大切にすることを第一に考えています。互いに支え合えるようになるために、特にディ
フェンスの練習に力を入れています。試合や練習の時に、お互いカバーし合うことで信頼関係が生ま
れ、チームの絆が強くなってきました。準備や片付け、グラウンド整備などもみんなで協力して一生
懸命行っています。
　今年の総体では、どんなに困難な場面でも部員全員で力を合わせ、愛宕中学校サッカー部を卒業し
た数々の先輩達に負けないような、自分たちにとって最高のサッカーができるよう全力を尽くしたい
と思います。

5/21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 6/1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

※日程は変更になる場合があります。

日 月 火 水 木 金 土

一般質問

議事整理日

一般質問

総務教育 都市経済開会

議会運営
委員会

閉会

請願陳情
締切

議事整理日

保健福祉

一般質問 休会

休会

休会

休会

議事整理日

・議案上程
・質疑

・討論
・採決

常任委員会常任委員会 常任委員会

平成29年６月定例月議会 会議日程（予定）


